
1 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

ShipLINK 
船舶通信管理ソフト 

本アプリケーションは、船内にある端末機器に対して通信回線ごとに使用可能

な通信量を設定して、各端末の通信量を一覧表やグラフにて確認することが

可能な Web アプリケーションです。 
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システム概要 

 

本アプリケーションは、船内にある端末機器に対して通信回線ごとに使用可能な通信量を設定し、 

各端末の通信量を一覧表やグラフにて確認することが可能な Web アプリケーションです。 

＜システム概略図＞ 

 

通信回線は最大 8 回線まで対応可能で、優先順位を持たせます。 

マイページから自身の使用する端末の通信回線を切り換えることも出来ます。 

端末は最大 200 台まで登録可能です。（登録情報として端末の MAC アドレスを登録します。） 

 

端末毎に各通信回線の使用可能なデータ通信量を設定することが出来ます。 

設定された通信量を超えた場合は自動で次の優先順位の通信回線に切り替わります。 

 

現在接続されている通信回線と通信量などを端末毎のマイページにて確認することが可能です。 

ブラウザ表示は、日本語の他に英語表示にも対応しています。 

 

セキュリティ確保のため、ネットワークを分割する機能を実装しています。 

[SYSTEM] [BUSINESS] [CREW] 

インターネットからの侵入や攻撃などを検出して、ブロックする不正アクセス検知機能を実装しています。 

通信回線ごとにブロックするWEBサイトのURLを登録し、特定サイトの閲覧を制御することが可能です。

（ブラックリスト） 

(オプション機能：危険な WEB サイト閲覧抑制のための URL カテゴリフィルタを実装可能です。 ) 

 

※スマートフォン、タブレットを使用する場合は、無線 LAN 装置が必要です。 
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通信回線に優先順位をつけており、電波状態により通信不能となった場合、または端末毎に設定された

通信量の上限に到達した場合、端末毎に自動的に次の優先順位の回線に切り替わります。 

 

・接続回線が通信不能となったケース 

 

 

 

 

 

 

  

4G/LTE 電波が低下した場合 

自動で次の優先順位の回線に 

切り替わります 
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・4G 回線不通、かつ STARLINK 通信中に通信量上限に到達したケース 

 

 

 4G/LTE STARLINK Inmarsat 

 通信量 上限値 通信量 上限値 通信量 上限値 

管理 PC 5.0 無制限 4.2 100.0 1.0 10.0 

個人 PC 6.5 無制限 3.8 10.0 0.1 1.0 

スマートフォン 5.2 無制限 10.0 10.0 0.0 0.0 

単位:GByte 

 

通信量の上限を設定することで、STARLINK の通信量を抑えることが出来ます。 

通信量は１ヶ月毎に初期値にリセットされ、通信回線毎にリセットする日時の設定が可能です。 

  

スマートフォンの STARLINK 

通信量が上限に到達 

 

使用可能な回線は４G 回線のみ

となるため、４G 回線が復帰した

場合は通信が再開されます。 
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システムへのログイン 

 

■ログイン・ログアウト 

・ユーザ ID・パスワードによる認証機能です。 

・一定時間操作が行われなかった場合は、自動的にセッションタイムアウトされます。 

 

＜ログイン画面＞ 

 

 

■権限毎の機能制限 

・複数のユーザが同時に使用できる環境下にて考慮しなければならない点は、「設定情報等の 

重要項目は管理者のみが変更できる」ようにする必要がある点です。 

 

・本システムはログインユーザとして下記の３種類を実装しています。 

 

機能 画面名 管理者 運用担当者 閲覧ユーザ 一般ユーザ 

自端末の情報閲覧 マイページ × × × ○ 

全端末の情報閲覧 管理画面 ○ ○ ○ × 

全端末の情報閲覧/変更 管理画面 ○ ○ × × 

通信ログの閲覧 通信ログ ○ × × × 
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通信量管理画面 

 

指定期間内の通信量を端末ごとに表示します。 

現在割り当てられている通信経路の欄に背景色を付けることで、視覚的に認識しやすくしています。 

端末をグループごと（SYSTEM / BUSINESS / CREW 等のネットワーク区分ごと）に表示することが

出来ます。 

 

マイページから自身の使用する端末の通信回線を切り換えることが出来ます。 

 

＜管理画面 / 通信量管理＞ (運用担当者・管理者が使用可能) 

 

※通信回線の数が増えた場合、横スクロールして表示されます。 

 

＜マイページ＞ (全端末にて使用可能) 
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通信量グラフ表示 

 

指定期間の通信量データを検索し、グラフ表示することが可能です。 

[1 ヶ月単位][24 時間単位][端末単位]など、表示内容を選択することができます。 

[通信回線][個別端末ごと]など、様々なパターンでのグラフ表示ができます。 

 

＜管理画面 / 通信量グラフ＞ (運用担当者・管理者が使用可能) 

・期間（１ヶ月） 

 

 

・期間（24 時間） 
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・端末別 

 

 

 

ログ表示 

 

通信の詳細については通信ログとして記録され、管理者のみ閲覧が可能です。 

管理者を陸上側にのみ割り当て、陸上側でのみログを閲覧可能とすることも可能です。 

通信ログの閲覧を管理者権限に制限することで、プライバシーを保つことができます。 

 

＜通信ログ＞ (管理者のみ閲覧可能) 
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陸上からの一元管理 

 

船上の他に、通信管理の全てを陸上の会社にて行うことも可能です。 

船では全く管理を行わず、陸上のみで管理することも可能です。 

遠隔地においても、各種設定(端末登録や通信量上限設定など)や通信利用状況などを確認すること

ができます。 

 

＜遠隔地からの通信イメージ＞ 

 

 

＜陸上パソコン表示イメージ＞ 
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